
常緑樹林内の樹上や岩上に着生する。茎は高さ5-25cm。節間は円柱形、古い茎では頂上近くにしばしば

子芽を生じる。葉は2-3年生で、数個互生し、披針形で長さ4-7cm。花は5-6月、前々年生の葉が落ちた茎

の上部の節に1-2個つく。

生育地は多いが、観賞用採取によるリスクが高い。

生育地である樹林を保全するとともに盗掘防止対策が
必要である。

A

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 ○ 特異な生態 ○ 分布の限界

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

写真提供：丸岡道行

ラン科

兵庫県ランク…セッコク
環境省ランク… －Dendrobium  moniliforme  (L.) Sw.

人為性 特殊性 学術性

■ 県内分布

東播磨、西播磨、但馬、丹波

■ 国内分布

本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由


